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研修・自己啓発

階層別研修
　現在や将来の役職に相応しい知識や技能習得のため、新規採用職
員から、係長級、課長補佐級、課長級等、職位に応じた様々な階層別の
研修を実施しています。
　例えば入省直後に実施される新規採用職員研修では、省内各部局
で実際に業務を担う職員から、部局の現状と課題や、所掌する行政分
野を取り巻く状況を学ぶとともに、様々な講義を通じて、社会人として
働く上で必要となるビジネスマナーや論理的な思考能力を養い、服務
やコンプライアンス、情報公開制度、政策評価等、国家公務員として相
応しい知識と教養を身に付けていきます。

専門分野研修
　総務省の幅広い行政分野に対応するため、各分野の専門的なスキ
ルを身につけるための研修も豊富に用意されており、職員のニーズに
あわせてスキルアップしていくことが可能です。
　例えば統計分野では、統計研修所を有し、統計の基礎知識から統
計理論、統計分析まで幅広い研修課程を設けているほか、情報通信
分野では、情報通信政策研究所にて、ICTの基礎知識を学ぶ総合研修、
無線通信やサイバーセキュリティ等の特定テーマを学ぶ様々な専門研
修を受講することができます。
　また、eラーニングやビデオ教材の活用にも取り組んでおり、業務が
忙しい職員でも研修を受けやすい体制が整備されています。
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語学研修
　総務省の所掌する行政分野においても、国際業務は年々拡大してい
ます。この状況に対応し国際舞台で活躍する職員を育成するため、総
務省独自に英語等の語学研修を毎年実施しています。
　日常の業務で外国人とやりとりがあり、コミュニケーションを円滑に
したい、海外赴任や海外留学に備えて勉強をしたい、国際会議への出
席に向けて発言の練習をしたい、将来に向けてスキルアップを図りた
いなど、様々なニーズを持つ職員がこの研修を受講し、語学力を高め
ています。

総務省では行政官としてのキャリア形成をサポートするため、
以下のように様々な研修を用意しています。
またこれらの研修以外にも地方公共団体、民間企業、国際機関、国内外の
大学等に派遣され、知見を高めつつ多様な経験を積む機会が用意されています。


